
 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査分析 
以前の学校だよりでもお伝えしましたとおり、今年度も６年生で「全国学力・学習状況調査」を行いまし

た。この調査は、結果を地域や学校ごとに分析・検証し、見えてきた課題を今後の生活改善や授業改善に役立

てていくものです。調査に出題される問題は、「これから生きていく上で必要とされている力」ということを

意識して、課題となったところの改善に努めていきます。前年度の学校評議員会で「課題ばかり載せないで、

よかった点も…」というご意見をいただいておりますので、今回はよかった点から紹介します。 

 

よかった点 

①どの教科も、全国や県の平均に比べて正答率が非常に高かったこと。 

②記述や選択などの問題形式や、領域（算数なら数と計算、図形、データ活用など）にかかわらず、すべて

において正答率が高いこと。 

③その中でも、特に算数の正答率が高かったこと。 

④質問紙における回答も、肯定的回答が多かったこと。（後述） 

 

 全体的には大変優秀な結果でしたが、その中からあえて弱いところを見つけて、今後の学習に生かしていき

ます。 

 

（物語は著作権上載せることができません） 

 

間接的な表現から文章の全体を把握する力 

〇模型店にいた老人が実は未来の自分だったことを、直接的

な表現でなく、間接的な表現から読み取る 

  

 ア：図工の時間に描いた絵とそっくりな宇宙船が飾られて

いること。 

オ：老人と自分が、タチバナ・ヒロキという同じ名前だと

いうこと。 

 

アとオの二つを選択しなければなりませんが、アの「宇宙

船」のことについて選択していなかった子どもが多くいまし

た。間接的な文章表現から、文章の本質を掴むことを苦手と

している子どもが多いということです。このことから、中学

年では、登場人物の気持ちと情景を結びつけること、高学年

では文章の表現の効果に着目させるような学習を大切にして

いかなければならないと考えます。 
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文書の良さを見つける力 

 「問い」に対し、文書２から言葉を取り上げて答えようと

していますが、条件のひとつ目、「よさ」について書けていな

い児童の割合が高かったです。授業では、子ども同士、互いの文章を読み合い、書き方の工夫などを認め合っ

て、自分の文章に生かしていくような活動を取り入れていきます。 

 

 

具体的場面に即した理解 

 右は１４と２１の最小公倍数を求める問題でしたが、最大公

約数の「７」と答えた児童が多くいました。「今、なぜ最小公

倍数が必要なのか」という問題の意図がわかっていないのだと

考えます。 

 左の問題は、１４７０より必ず大きくなるこ

とを言うために、８５も２１も小さめに見積も

らなければなりません。しかし、８５を９０と

見積もるという「ウ」を選択した子が多くいま

した。四捨五入をしています。見積もりとは、

四捨五入がすべてではなく、目的に合った見積

もりの仕方を考えなければなりません。 

 

 

算数 



 割合の問題です。果汁２０％のジュースを半分に分けて

も果汁の割合は変わりませんが、約６８％の子どもが、「果

汁の割合も半分になる」と答えました。 

 これら算数の問題すべてに言えることですが、今までの

算数のように計算ができればよいというわけではないとい

うことです。どの問題も、学習したことを具体的な場面で

どう活用するかが問われています。 

 学校では、例えば、絵の具を混ぜた時に、同じ割合で混

ぜたら同じ色になることを、算数に限らずいろんな活動を

とおして体感させるなど、意図的に低学年から数量に関わ

る生活体験を豊かにしていきます。また、単元のまとめで

は、習ったことを実際に活用するときのような問題を取り

入れていきます。 

 

 

器具の使い方 

 

 左はメスシリンダーの使い方の問題です。５０ｍL にす

るには後どれだけ水を足せばいいかという問題で、１の

２ｍL と答えた子どもが２２％いました。理科の実験はグ

ループごとに行うことが多いので、メスシリンダーで水

溶液を測るとき、代表の児童が測って実験を進めていく

ことがほとんどですが、こういった基本となる作業は、

例えば実験前に水を使って全員が測り取る経験ができる

ようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 右は日光が直進することを理解しているか問う問題で

す。「的に三角形の光を当てることができるのはだれです

か」という問いに、「はなこさん」と答えた子どもが約７

３％いました。３年生のときの学習内容です。きっと大人

なら、直感的に「かつやさん」とわかると思います。それ

は、経験値の差です。理科の時間に、子どもたちに鏡を渡

して「ではさっそく実験しましょう」ではなく、鏡を使っ

てさんざん遊んだ後、「不思議に思ったことや、確かめた

いことはない？」というような教師の問いかけから子ども

たち自身でめあてを決め、学習を始めていきます。 

 

 

理科 



    

 ほとんどすべての質問項目で肯定的回答が全国や県の平均と比べて圧倒的に高い結果でした。下にあげたも

のはその一部です。 

 １「学校に行くのは楽しい」   肯定的回答 １００％（以下すべて肯定的回答の割合） 

 ２「友達と協力するのは楽しい」  １００％ 

 ３「授業で自分で考え、自分から取り組んだ」   ９０.２％ 

 ４「授業は自分にあった教え方、教材、学習時間だった」 ９５.２％ 

 ５「話し合う活動で、自分の考えを深めたり、広げたりできている」 ９２.７％ 

 ６「学習内容について、分かった点、分からなかった点を見直し、次の学習につなげている」 ９２.７％ 

 ７「学級会で話し合い、互いの意見のよ

さを生かして解決方法を決めている」 

９７.６％ 

 ８「国語の勉強は大切だと思う」 

 １００％ 

９「国語の授業内容はよくわかる」  

９７.５％ 

10「国語の学習は社会に出たとき 

役立つと思う」 １００％ 

 11「算数の勉強は大切だと思う」 

 １００％ 

 12「算数の授業の内容はよくわかる」 

  ９０.２％ 

 13「算数の学習は社会に出たとき 

役立つと思う」 ９７.６％ 

  

 △「将来の夢や希望を持っていますか」 

７３.２％ 

 この項目は多少、国や県と比べて落ち込

んでいました。キャリア教育は力を入れて

取り組んでいるところです。来年度は重点

項目に挙げ、さらに力を入れていきます。 

 

 どんな質問の答えが正答率に関わっているか分析するため今年度は、正答率と、質問紙とでクロス集計を行

いました。その結果わかったことを以下に挙げます。 

 ・１日当たりの読書量は正答率に関わってくる。 

 ・「先生は自分の良いところを認めてくれる」はどの教科の正答率にも関係がある。 

 ・算数の正答率は、国語や理科に比べ、いろんな質問項目と関係性が高い。 

 

 読書は、正答率に大きくかかわっています。「読書は好きですか」という質問に対して、８０.５％の児童が

肯定的な答えでした。読書が好きな児童も、読書時間も、国や県の平均を大きく上回っていることから、本校

の学力の高さの一端は読書にあると言えます。毎朝の１０分間読書は今後も続けていきます。 
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質問紙の結果

当てはまる どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

学習状況調査 


